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平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 羽島市立羽島中学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月９日（日）～１１月１４日（金） 

実 施 概 要 ①職業について地域講師の話を聞く会 ②授業参観 ③合唱祭 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 ■成果発表 □交流活動 ■講演会等 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 約 １０５０ 人 
計 約 １０８０ 人 

地域関係者 約 ３０ 人 

 

実 施 状 況 

１．１１月９日（日） 授業参観及び演奏会を実施 
 どの学年も、先の教育実践公表会の成果を生かした教科担任による授業

を公開した。保護者の参観は、約４５０名ほどであった。 
 １・３年生合同で、羽島北高等学校吹奏楽部を招き、保護者とともに鑑

賞会を行った。大変心安らぐ、一時を過ごし、高校生の立ち振る舞いに感

動し、同時に家庭内の会話を増やしていくきっかけとなるよう PTA より啓

発が行われた。 
２．１１月９日（日）職業について学ぶ（ようこそ 先輩） 
 ２年生は「ようこそ先輩」と題して、キャリア教育の一連の指導の流れ

の中で、医師、薬剤師、着付け講師、漫画家、不動産業、助産師、司会業、

幼稚園教諭、消防士、漫画家、ＴＶプロデューサーの１０名の人生の先輩

方をお招きして、お話をうかがった。保護者の参加もあった。 
３．１１月１４日（金） 合唱祭 
 伝統となった合唱祭を羽島市文化センターにおいて実施した。 

１～３年生の全学級が、文化センタースカイホールの舞台でこれまで学

級で創り上げてきた学級合唱、学年合唱とともに全校生徒による合唱を披

露した。保護者、地域の来賓の皆様、おおよそ６００名が参観された。本

校の教育活動の柱の一つである合唱について、その学習活動の成果を示し

た。 

 

成果及び課題 

○生徒が「自分の考えをもつ」「仲間とかかわりをもって活動する」「自 

分の考えを深める」などハンドサインを使い、主体的な学習の姿を実現 

する取組を参観していただいた。保護者からは、意欲的な学習の姿に好 

印象をもっていただいた。どの学級もほぼ半数程度の参加であった。 
○「ようこそ先輩」では、「生徒の興味関心に配慮した講師の方々であり、 

職業について深く考える機会となった。」「その時間だけではなく、職 

場体験学習と関連付けるなど、よく考えて行事が組まれている。」「将 

来について考えるよい機会である」など、本校の特色のある取組を支え 

ていただける意見が多く聞かれた。保護者参加者は、会場ごとに差が見 

られるので今後考えたい。 

○合唱祭は、全学級がステージで発表する。仲間とひとつになって歌う姿 

が保護者にとって新鮮なものであると考える。この合唱祭は羽島中学校 

のなくてはならない伝統であるととらえる。また、ＰＴＡ役員の皆様に 

は、保護者誘導等を手伝っていただいた。 


